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11th Manaduru Race 
第１１回真鶴レース実施要綱 

 

恒例の第 11 回真鶴レースのご案内です。7 月の連休を真鶴までのレース、真鶴での大パーティーでお楽

しみください。宿の予約、泊地の調整など事前の作業がございますので真鶴レースに限って事前参加申込

みをお願いいたします。 

ライフジャケットの常時着用など安全には十分にご配慮のうえ真鶴レースをお楽しみください。 

   

■１. 開催日時  

２００８年７月２０日（日）～７月２１日（休） （予備日無し） 

■２. 安全装備 定められた船舶安全備品を搭載のこと。尚、レース委員会はライフジャケットの常時着用を

強く推奨する。 

■３．コ ー ス [往路] 葉山 ⇒ 真鶴  スタート；７月２０日（日） １０：３０ 

[復路] 真鶴 ⇒ 葉山  スタート；７月２１日（休） 艇長会議で通知する 

■４．フィニッシュ 

4-1．往路のフィニッシュライン艇長会議で発表する。 

4-2．復路のフィニッシュラインはは葉山マリーナハーバー事務所（お助け小屋） 二階の所

定の位置と同位置から江ノ島灯台方向に設置したリミットマークを結ぶ線とする。フィ

ニッシュ時刻はお助け小屋二階にて計測する。 

4-3．レース参加艇はフィニッシュする１時間前に本部艇に自艇の概略位置、およびフィニ

ッシュ予定時刻を報告すること。 

■５．参加申込み及び必要書類 

5-1．参加申込みは次ページの参加申込書に必要事項を記入のうえファックスでお申し込み 

ください。申込締め切りは２００８年７月４日（前々週の金曜日） 

  5-2．真鶴町に提出する書類が必要です。次ページ以降の当該書類をダウンロードし、 

    必要事項を記入のうえ捺印されたものを艇長会議の際にお持ちください。 

  5-3．上記書類に記載する艇の長さは船検証に記載の長さです。 

艇長会議には船検証のコピーもご持参ください。 

 

■６．無 線 レース参加艇は申込書に携帯電話番号を必ず記載してください。電話は防水対策を施したう

え、常時受信・応答可能な状態にしておくこと。（マナーモードは解除し、呼出ベルの音量

は大にセットしておくこと） 

 

 

 

■ 申し込み先 Fax  03-3485-2313 
■ 問合せ先   090-3345-6045（HMYC レース委員長 村越） 
       e-Mail : hmyc_race@yahoo.co.jp 
 

 



第１１回真鶴レース参加申込書 

2008 年 7 月２０日(日)～２１日(休) 

 

1. 艇名：      3.セール番号：    

2. 艇種：      4.船検証に記載の船の長さ：  ｍ 

 

5.参加者（旅館泊又は船中泊に○印を） 

 氏  名 旅館泊 船中泊   氏  名 旅館泊 船中泊 

1)艇長     6）ｸﾙｰ    

2）ｸﾙｰ     7）〃    

3）〃     8）〃    

4）〃     9）〃    

5）〃     10）〃    

      合計 名 名 

 

連絡担当者 氏名；          携帯番号；０  ０－ 

 

６．参加費 

 ・レース参加費 ¥10,000 円/艇 
 ・船中泊の方（宴会＆入浴費）  7,000 円/人  ・旅館泊の方（宿泊費＆宴会費）11,000 円/人  

レース参加費 ¥10,000 

船中泊の方（宴会＆入浴費）  @7,000/人 × 名＝  

旅館泊の方（宿泊費＆宴会費） @11,000/人 × 名＝  

  合 計  

参加費を下記口座までお振込み願います。 

みずほ銀行 北沢支店 普通口座 No.１７１９５６７ 「HMYC レース委員長 村越一夫」 

 

７． 艇長署名 

私は HMYC 帆走指示書とレースルールを理解し、安全には最善の努力をすると同時に、 

スポーツマンシップを守ることを誓います。 

 また、レース中の全責任は艇長にあることを承知いたします。 

 

 

     艇名           署名             年月日          

 

 

エントリー締め切りは 2008 年 7 月 4日です。 
船検証のコピーも忘れずにファックスしてください。 

Fax 送信先 ０３－３４８５－２３１３ 
 



第３号様式の２(第９条関係) 
 
 

神奈川県収入証紙ちょう付欄 
 

 

臨時係留施設利用承認申請書 
 

                           年   月   日 
真鶴港指定管理者 
真鶴町長 青木 健 殿 

 
 〒 

申請者 住  所 
氏  名                   ㊞ 
 電話番号 

 
次のとおり短期による係留施設を利用したいので、承認を申請します。 

氏  名 年令 住     所 電 話 番 号 
    

    

    

    

    

乗 組 員 
(申請者を除く) 

    

船   名 
 

船 の 規 格  

セール番号 
 

船 の 長 さ ｍ 

入   港 月     日      時      分 

出 港 予 定 月     日      時      分 

※出 港 確 認 月     日      時      分 

行   先 
 

※ 利 用 料          円 

注 ※印の欄には、記入しないこと。 



第４号様式(第１０条関係) 
 

 
誓    約    書 

 
 

真鶴港の係留施設の利用が承認された際には、港湾施 
 
設の設置及び管理等に関する条例、同条例の施行等に関 
 
する規則、真鶴港の施設利用承認等に関する事務処理要 
 
綱及び利用者心得に定められた事項を守るほか、係員の 
 
指示に従います。 

 
なお、これらのことに違反し、又は、町に迷惑をかけ 

 
たときは、如何なる処置をとられても異議の申し立ては 
 
いたしません。 

 
以上のとおり誓約いたします。 

 
 
 

  年   月   日 
真鶴港指定管理者 
真鶴町長 青木 健 殿 

 
 

住    所 

氏    名                ㊞ 

 
 
 


